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一
月
一
七
日
、
四
国
森
林
管

理
局
に
お
い
て
「
四
国
国
有
林

野
等
所
在
市
町
村
長
連
絡
協
議

会
」
を
開
催
し
ま
し
た
。

　

本
協
議
会
は
、
地
域
社
会

と
国
有
林
野
事
業
の
連
携
強

化

を

図

り
、
地
域

産
業
の
振

興
、
住
民

福
祉
の
向

上
に
寄
与

す
る
こ
と

を
目
的
に

開
催
し
て

い
る
も
の

で
す
。
会

議

に

は

管
内
七
署

（
所
）
の

国
有
林
野
等
所
在
市
町
村
長
連
絡
協
議
会
を
開
催

〈
企
画
調
整
室
〉

四国国有林野等所在市町村長連絡協議会

有
志
協
議
会
の
代
表
世
話
人

で
あ
る
市
町
村
長
、
新
木
局

長
を
は
じ
め
と
す
る
局
幹
部
、

林
野
庁
か
ら
新
島
福
利
厚
生

室
長
、
矢
野
施
工
企
画
調
整

室
長
が
出
席
し
、
協
議
会
会

長
で
あ
る
上
治
馬
路
村
長
の

議
事
進
行
に
よ
り
、
「
地
域
に

お
け
る
森
林
・
林
業
再
生
の

取
組
に
つ
い
て
」
を
テ
ー
マ
に

意
見
交
換
を
行
い
ま
し
た
。

　

代
表
世
話
人
か
ら
は
、
各

有
志
協
議
会
で
の
議
論
を
踏

ま
え
、
次
の
よ
う
な
要
望
等

が
あ
り
ま
し
た
。

○ 

国
有
林
と
民
有
林
が
共
同

し
て
路
網
の
開
設
や
鳥
獣

対
策
な
ど
が
可
能
な
箇
所

の
リ
ス
ト
ア
ッ
プ
を
お
願

い
し
た
い
。

○ 

シ
カ
、
サ
ル
、
イ
ノ
シ
シ

を
始
め
と
す
る
鳥
獣
被
害

が
深
刻
で
あ
る
。
こ
の
こ

と
か
ら
、
落
葉
広
葉
樹
を

植
栽
し
て
、
県
民
の
憩
い

の
森
と
し
て
整
備
し
た
い
。

ま
た
、
山
頂
部
と
渓
流
沿

い
は
広
葉
樹
と
し
、
そ
の

間
を
針
葉
樹
と
す
る
モ
デ

ル
林
を
国
と
し
て
設
定
し

て
も
ら
い
た
い
。

○ 

高
知
県
長
岡
郡
大
豊
町
に

大
型
製
材
工
場
が
進
出
す

る
こ
と
と
な
っ
た
が
、
こ

の
工
場
で
必
要
と
さ
れ
る

木
材
が
年
間
一
〇
万
㎥
と

い
う
こ
と
で
あ
り
、
原
料

確
保
の
た
め
、
国
有
林
に

お
い
て
も
増
産
を
検
討
し

て
欲
し
い
。

○ 

四
万
十
ヒ
ノ
キ
の
ブ
ラ
ン

ド
化
の
取
り
組
み
と
し
て
、

四
万
十
市
に
お
い
て
は
、

市
内
で
産
出
し
た
木
を
使

用
し
、
地
元
の
大
工
に
よ
っ

て
家
を
建
築
し
た
場
合
に

補
助
を
行
っ
て
い
る
が
、

特
に
大
径
材
が
不
足
し
て

い
る
の
で
、
森
林
管
理
署

の
協
力
を
お
願
い
し
た
い
。

　

こ
の
よ
う
な
要
望
や
提
言

に
つ
い
て
、
熱
心
な
意
見
交

換
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
森
林

管
理
局
と
し
て
も
、
こ
れ
ら

を
踏
ま
え
、
「
森
林
・
林
業
再

生
プ
ラ
ン
」
の
実
現
に
向
け

て
、
民
有
林
と
の
更
な
る
連

携
を
図
り
、｢

国
民
の
森
林
」

と
し
て
相
応
し
い
国
有
林
の

管
理
経
営
に
取
り
組
ん
で
い

き
ま
す
。
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四
国
森
林
・
林
業
研
究
発
表
会
を
開
催

〈
指
導
普
及
課
〉

　

一
月
二
六
日
、
四
国
森
林

管
理
局
大
会
議
室
に
お
い
て
、

「
平
成
二
三
年
度
四
国
森
林
・

林
業
研
究
発
表
会
」
を
開
催

し
ま
し
た
。

　

先
ず
、
新
木
四
国
森
林
管

理
局
長
か
ら
、
「
今
回
発
表
さ

れ
る
課
題
は
、
造
林
事
業
の

低
コ
ス
ト
化
、
治
山
施
設
の

新
た
な
取
組
み
や
ニ
ホ
ン
ジ

カ
に
よ
る
食
害
対
策
、
森
林

環
境
教
育
の
取
組
み
な
ど
国

民
の
ニ
ー
ズ
に
応
え
た
幅
広

い
内
容
で
あ
り
、
発
表
さ
れ

る
方
々
が
取
り
組
ん
で
い
る

課
題
が
、
こ
れ
か
ら
の
森
林

づ
く
り
な
ど
に
反
映
さ
れ
る

こ
と
を
期
待
し
ま
す
。
」
と
挨

拶
が
あ
り
ま
し
た
。

　

五
九
回
目
を
迎
え
た
今
年

の
研
究
発
表
会
は
、
局
署
等

の
ほ
か
、
教
育
機
関
、
各
研

究
機
関
等
か
ら
一
八
課
題
（
特

別
発
表
を
含
む
）
が
発
表
さ

れ
ま
し
た
。
特
に
、
治
山
工

事
に
関
す
る
発
表
が
三
課
題
、

ま
た
、
ニ
ホ
ン
ジ
カ
に
よ
る

食
害
跡
地
の
緑
化
、
箱
わ
な

に
よ
る
捕
獲
に
関
す
る
発
表

も
あ
り
、
早
急
に
取
り
組
む

べ
き
課
題
で
あ
る
こ
と
を
再

認
識
さ
せ
ら
れ
ま
し
た
。
ま

た
、
四
万
十
市
立
口く

ち

や

な

い

屋
内
小

学
校
、
高
知
県
立
四
万
十
高

等
学
校
及
び
高
知
県
立
高
知

工
業
高
等
学
校
か
ら
、
学
習

活
動
の
一
環
と
し
て
取
り
組

ん
で
い
る
興
味
深
い
発
表
が

あ
り
、
会
場
か
ら
多
く
の
拍

手
が
送
ら
れ
ま
し
た
。

　

発
表
を
終
え
、
独
立
行
政

法
人
森
林
総
合
研
究
所
四
国

支
所
の
今
冨
支
所
長
を
審
査

委
員
長
と
す
る
審
査
委
員
に

よ
る
審
査
の
結
果
、
四
国
森

林
管
理
局
長
賞
と
し
て
七
課

題
（
最
優
秀
賞
一
課
題
、
優

秀
賞
三
課
題
、
奨
励
賞
三
課

題
）
、
一
般
社
団
法
人
日
本
森

林
技
術
協
会
理
事
長
賞
及
び

（
財
）
日
本
森
林
林
業
振
興
会

会
長
賞
と
し
て
そ
れ
ぞ
れ
一

課
題
が
選
出
さ
れ
、
各
受
賞

者
に
表
彰
状
と
記
念
品
が
授

与
さ
れ
ま
し
た
。

　

最
優
秀
賞
に
輝
い
た
四
万
十

森
林
管
理
署
の
発
表
は
、
治

考案されたケーブルクレーン用

カメラ� （四万十署）

最優秀賞を受賞した

徳満さん（左）、猪迫さん（四万十署）

山
工
事
等
に
お
け
る
写
真
撮

影
業
務
に
つ
い
て
、
現
場
に

あ
る
施
設
等
を
活
用
し
た
写

真
撮
影
の
取
組
み
が
高
く
評

価
さ
れ
ま
し
た
。

※
今
回
の
発
表
課
題
と
審
査
結

果
は
八
～
九
頁
の
と
お
り
で

す
。
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庁
に
お
い
て
発
表
集
が
作
成
さ

れ
た
後
、
署
等
へ
配
布
す
る
予

定
で
す
。

　

今
後
と
も
、
森
林
・
林
業
に

対
す
る
多
様
な
ニ
ー
ズ
に
応
え

て
い
く
た
め
の
技
術
開
発
等
の

取
組
み
に
期
待
し
て
い
ま
す
。

　

日
本
林
政
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト

の
会
会
長
賞
の
受
賞
者
の
皆
様

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

【
森
林
ふ
れ
あ
い
部
門
】

　

「
野
根
山
街
道
に
お
け
る
森

林
教
室
の
取
組
み
に
つ
い
て
」

（
安
芸
森
林
管
理
署
）

左側から平松さん、田中さん、益田さん

　
国
有
林
野
事
業
業
務
研
究
発
表
会

　
　
　
　

～
二
課
題
受
賞
～

〈
指
導
普
及
課
〉

　

一
一
月
一
七
日
、
林
野
庁
に
お

い
て
、
平
成
二
三
年
度
国
有
林

野
事
業
業
務
研
究
発
表
会
（
三

部
門
）
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

今
回
の
発
表
会
に
は
、
四
国

森
林
管
理
局
か
ら
四
課
題
を
発

表
し
ま
し
た
。

○ 

森
林
技
術
部
門
で
は
「
保
育

作
業
の
省
力
化
～
下
刈
・
除

伐
作
業
の
省
力
化
の
経
過
報

告
～
」
を
森
林
技
術
セ
ン

タ
ー
が
発
表
し
ま
し
た
。
ま

た
、
「
滑
床
山
（
通
称
：
三

本
杭
）
に
お
け
る
ミ
ヤ
コ
ザ

サ
の
植
生
回
復
の
取
り
組
み

に
つ
い
て
」
を
四
万
十
川
森

林
環
境
保
全
ふ
れ
あ
い
セ
ン

タ
ー
が
発
表
し
ま
し
た
。

○ 

森
林
ふ
れ
あ
い
部
門
で
「
野

根
山
街
道
に
お
け
る
森
林
教

室
の
取
組
み
に
つ
い
て
」
を

安
芸
森
林
管
理
署
が
発
表

し
、
日
本
林
政
ジ
ャ
ー
ナ
リ

ス
ト
の
会
会
長
賞
を
受
賞
し

ま
し
た
。

○ 

国
民
の
森
林
部
門
で
「
み
ん
な

で
ま
も
ろ
う
三
嶺
の
森
―
Ｎ

Ｐ
Ｏ
・
行
政
・
大
学
の
協
働
に

よ
る
保
全
活
動
の
事
例
―
」
を

三
嶺
の
森
を
ま
も
る
み
ん
な

の
会
と
、
高
知
中
部
森
林
管
理

署
が
共
同
で
発
表
し
、
こ
の

発
表
に
対
し
て
も
日
本
林
政

ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
の
会
会
長

賞
を
受
賞
し
ま
し
た
。

　

な
お
、
今
回
の
研
究
発
表
会

の
内
容
等
に
つ
い
て
は
、
林
野

【
国
民
の
森
林
部
門
】

　

「
み
ん
な
で
ま
も
ろ
う
三
嶺

の
森
―
Ｎ
Ｐ
Ｏ
・
行
政
・
大

学
の
協
働
に
よ
る
保
全
活
動

の
事
例
―
」

押岡さん
（三嶺の森をまもる

みんなの会）

川口さん
（高知中部森林管理署）
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一
二
月
一
四
日
、
四
国
森

林
管
理
局
に
お
い
て
、
第
二

回
目
の
技
術
開
発
委
員
会
を

開
催
し
ま
し
た
。

　

技
術
開
発
委
員
会
は
、
森

林
生
態
学
、
林
木
育
種
、
遺

平
成
二
三
年
度

第
二
回
技
術
開
発

委
員
会
を
開
催

〈
森
林
技
術
セ
ン
タ
ー
〉

第二回技術開発委員会の様子

 

感
謝
状
の
贈
呈

～
山
火
事
を
未
然
に
防
ぐ
～

〈
国
有
林
野
管
理
課
・

四
万
十
森
林
管
理
署
〉

「しゃくなげ小屋同好会に感謝状贈呈」

　

高
知
県
高
岡
郡
津
野
町
不
入

山
国
有
林
で
発
生
し
た
火
災

に
、
危
険
を
顧
み
ず
消
火
作
業

に
あ
た
り
鎮
火
さ
せ
た
「
し
ゃ

く
な
げ
小
屋
同
好
会
（
代
表
者

森
本
光
一
氏
）
」
に
対
す
る
林

業
功
績
者
の
表
彰
式
を
一
月

一
一
日
に
局
長
室
で
行
い
、
感

伝
資
源
、
民
有
林
管
理
経
営

の
専
門
家
等
の
委
員
で
構
成

さ
れ
て
お
り
、
平
成
二
三
年

度
課
題
の
内
、
中
間
報
告
一

課
題
（
天
然
林
の
お
け
る
ス

ギ
天
然
更
新
技
術
の
確
立
）
、

完
了
報
告
二
課
題
（
①
立
木

密
度
の
変
化
に
よ
る
林
床
植

生
等
へ
の
影
響
調
査
、
②
ニ

ホ
ン
ジ
カ
囲
い
わ
な
に
関
す

る
研
究
に
つ
い
て
）
と
平
成

二
四
年
度
新
規
開
発
課
題
の

一
課
題
（
囲
い
わ
な
に
よ
る

効
率
的
シ
カ
捕
獲
試
験
）
に

つ
い
て
審
議
を
行
い
ま
し
た
。

　

委
員
か
ら
は
、
中
間
報
告

課
題
「
天
然
林
に
お
け
る
ス

ギ
天
然
更
新
技
術
の
確
立
」

に
つ
い
て
は
、
天
然
更
新
に

関
わ
る
項
目
の
中
か
ら
リ
ス

ト
ア
ッ
プ
し
た
も
の
を
掘
り

下
げ
た
調
査
・
観
察
等
を
検

討
し
て
は
ど
う
か
。

　

完
了
課
題
報
告
①
「
立
木
密

度
の
変
化
に
よ
る
林
床
植
生

等
へ
の
影
響
調
査
」
に
つ
い
て

は
、
コ
ス
ト
の
み
で
な
く
、
材

質
及
び
材
価
等
に
視
点
を
置

い
た
調
査
・
試
験
等
の
検
討
。

　

②
「
ニ
ホ
ン
ジ
カ
囲
い
わ

な
に
関
す
る
研
究
」
に
つ
い

て
は
、
二
年
間
で
の
完
了
は

短
い
、
多
く
の
課
題
の
中
か

ら
掘
り
下
げ
た
調
査
・
観
察

等
を
検
討
願
い
た
い
。

　

新
規
課
題
「
囲
い
わ
な
に

よ
る
効
率
的
シ
カ
捕
獲
試
験
」

に
つ
い
て
は
、
確
実
に
捕
獲

で
き
る
簡
易
で
安
価
な
わ
な

に
期
待
し
て
い
る
等
の
多
く

の
意
見
が
出
さ
れ
ま
し
た
。

　

今
回
、
頂
い
た
こ
れ
ら
の

意
見
等
に
つ
い
て
は
、
今
後

の
技
術
開
発
の
試
験
設
計
調

査
に
活
か
し
て
い
く
こ
と
と

し
て
い
ま
す
。

謝
状
の
授
与
と
記
念
品
の
贈

呈
を
行
い
ま
し
た
。

　

こ
の
功
績
は
、
平
成
二
二

年
五
月
一
日
、
し
ゃ
く
な
げ

小
屋
同
好
会
の
森
本
氏
を
は

じ
め
八
名
で
四
万
十
森
林
管

理
署
管
内
の
不
入
山
国
有
林

へ
ア
ケ
ボ
ノ
ツ
ツ
ジ
等
の
散

策
登
山
に
訪
れ
山
頂
に
辿
り

着
い
た
と
こ
ろ
、
単
独
で
登

山
を
し
て
い
た
男
性
が
不
注

意
で
起
こ
し
た
失
火
の
発
生

現
場
に
遭
遇
、
火
災
は
既
に
、

約
一
〇
メ
ー
ト
ル
四
方
、
炎

は
約
二
メ
ー
ト

ル
の
高
さ
ま
で

及
ん
で
い
た
と

い
う
こ
と
で
す
。

　

同
好
会
の
メ

ン
バ
ー
は
、
危

険
を
顧
み
ず
直

ち
に
足
で
踏
み

つ

け
、

ま

た
、

飲
み
水
と
し
て

携
行
し
て
い
た
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は
じ
め
て
の
林
業
体
験

～
㈱
菅す
が
ぐ
み組 

体
験
林
業
～

〈
香
川
森
林
管
理
事
務
所
〉

　

一
月
一
五
日
、
香
川
県
綾

歌
郡
綾
川
町
樫
原
国
有
林
に

お
い
て
、
（
株
）
菅
組
の
社
員

一
二
名
に
よ
る
体
験
林
業
を

行
い
、
鋸
を
使
っ
た
ヒ
ノ
キ

の
伐
採
や
枝
打
ち
を
行
い
ま

し
た
。

　

（
株
）
菅
組
は
、
創
業
が
明

菅組の社員の方による間伐作業

水
筒
の
お
茶
を
か
け
る
な
ど

に
よ
り
、
一
丸
と
な
っ
て
消

火
活
動
を
行
い
鎮
火
さ
せ
た

も
の
で
す
。

　

し
ゃ
く
な
げ
小
屋
同
好
会

の
消
火
作
業
が
な
け
れ
ば
、

大
き
な
山
火
事
に
な
り
、
失

火
を
起
こ
し
た
登
山
者
へ
の

被
災
も
危
ぶ
ま
れ
た
状
況
で
あ

り
、
本
消
火
作
業
に
つ
い
て

著
し
い
功
労
が
あ
っ
た
こ
と

か
ら
、
四
国
森
林
管
理
局
長

表
彰
を
行
い
ま
し
た
。

 

教
科
書
の
内
容
で

　
　
　
森
林
教
室

〈
徳
島
森
林
管
理
署
署
〉

　

一
月
二
三
日
、
徳
島
市
川

内
北
小
学
校
で
小
学
五
年
生

（
一
二
五
名
）
を
対
象
と
し
た

森
林
教
室
を
行
い
ま
し
た
。

　

今
回
の
森
林
教
室
は
、
社

会
科
学
習
の
「
環
境
を
守
る

人
々
」
の
授
業
で
、
生
活
環

境
を
守
る
・
国
土
を
守
る
と

い
う
内
容
で
学
校
か
ら
依
頼

さ
れ
実
施
し
た
も
の
で
す
。

　

ま
ず
、
森
林
の
働
き
を
説

明
し
、
Ｄ
Ｖ
Ｄ
「
木
材
を
使
っ

て
地
球
を
救
う
」
の
鑑
賞
、
そ

の
あ
と
販
売
事
業
や
治
山
事

業
な
ど
森
林
管
理
署
の
仕
事

に
つ
い
て
話
し
ま
し
た
。
生

徒
た
ち
は
メ
モ
を
と
り
な
が

ら
真
剣
に
聞
い
て
い
ま
し
た
。

 

森

林

教

室

　

質
問
時
間
に
は
、
「
ど
う

や
っ
て
樹
齢
を
調
べ
て
い
る

の
で
す
か
？
」
「
木
の
種
類
を

ど
う
や
っ
て
見
分
け
て
い
る

の
で
す
か
？
」
な
ど
の
質
問

も
あ
り
興
味
津
々
で
し
た
。

　

ま
た
、
森
林
教
室
の
冒
頭
、

「
木
を
切
る
こ
と
は
悪
い
こ

と
？
」
と
質
問
し
た
と
こ
ろ
、

全
員
が
手
を
挙
げ
て
い
ま
し

た
が
、
最
後
に
も
う
一
度
聞

く
と
手
は
挙
が
り
ま
せ
ん
で

し
た
。
間
伐
な
ど
森
林
整
備

の
重
要
性
が
理
解
さ
れ
た
も

の
と
思
い
ま
す
。

　

当
署
で
は
、
森
林
の
公
益

的
機
能
や
木
材
利
用
に
つ
い

て
の
理
解
を
深
め
て
も
ら
う

た
め
、
地
域
や
学
校
の
要
望

に
応
え
つ
つ
、
今
後
と
も
計

画
的
に
森
林
環
境
教
育
を
実

施
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て

い
ま
す
。

治
四
二
年
と
、
お
よ
そ
一
〇
〇

年
の
歴
史
を
持
つ
総
合
建
設

会
社
で
あ
り
、
特
に
宮
大
工
の

系
譜
に
あ
る
こ
と
か
ら
、
社

寺
を
は
じ
め
と
し
て
、
公
共

施
設
、
住
宅
な
ど
の
建
築
に

数
多
く
の
実
績
が
あ
り
ま
す
。

ま
た
、
代
表
取
締
役
社
長
の

菅
徹
夫
氏
は
、
「
近
く
の
山
の

木
で
家
を
つ
く
る
」
を
提
唱
・

実
践
す
る
「
讃
岐
の
舎い

え

づ
く

り
倶
楽
部
」
の
代
表
を
務
め

て
お
り
、
香
川
県
地
域
材
の

利
用
促
進
に
積
極
的
に
取
り

組
ん
で
い
ま
す
。

　

今
回
の
体
験
林
業

は
、
菅
社
長
か
ら
、

社
員
に
対
し
て
、
林

業
体
験
を
通
じ
て
環

境
保
全
へ
の
意
識
を

一
層
高
め
る
機
会
を

提
供
し
た
い
と
し
て

申
請
が
あ
っ
た
も
の

で
す
。

　

は
じ
め
に
当
所
職
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日
本
一
名
前
の
長
い

中
学
校
で
森
林
教
室
を

実
施

〈
愛
媛
森
林
管
理
署
〉

　

一
二
月
一
九
日
、
日
本
一
名

称
が
長
い
こ
と
で
知
ら
れ
る

高
知
県
宿
毛
市
愛
媛
県
南
宇

和
郡
愛
南
町
篠
山
小
中
学
校

組
合
立
篠
山
中
学
校
の
二
年

生
五
名
を
対
象
に
、
森
林
教

室
を
開
き
ま
し
た
。

　

こ
れ
は
、
総
合
的
な
学
習

の
時
間
を
使
い
「
身
近
な
森

林
の
大
切
さ
や
自
然
環
境
の

す
ば
ら
し
さ
を
理
解
さ
せ
る

こ
と
」
を
目
的
と
し
て
、
篠

山
中
学
校
か
ら
の
依
頼
に
よ

り
平
成
二
〇
年
か
ら
行
っ
て

い
る
も
の
で
す
。

　

ま
ず
、
当
署
森
林
ふ
れ
あ

い
係
長
と
南
宇
和
森
林
事
務

所
森
林
官
が
、
森
林
の
役
割

や
人
工
林
の
保
育
作
業
に
つ

い
て
の
説
明
を
行
っ
て
質
問

を
受
け
ま
し
た
。
父
親
が
林

業
に
従
事
し
て
い
る
生
徒
が

二
名
い
た
た
め
、
専
門
的
な

質
問
も
あ
り
ま
し
た
が
、
他

の
生
徒
や
先
生
方
に
わ
か
る

よ
う
に
と
で
き
る
だ
け
専
門

用
語
を
使
わ
な
い
よ
う
、
イ

ラ
ス
ト
や
写
真
を
使
い
工
夫

し
な
が
ら
説
明
を
行
い
ま
し

た
。

つるカゴづくりの説明

質問をしている生徒

員
か
ら
、
作
業
方
法
に
つ
い

て
説
明
し
、
伐
採
の
実
技
を

行
っ
た
上
で
体
験
林
業
を
開

始
し
ま
し
た
。
当
日
は
、
風

が
な
か
っ
た
も
の
の
、
当
該

箇
所
は
枝
の
張
っ
た
ヒ
ノ
キ

が
大
部
分
で
、
か
か
り
木
処

理
に
苦
労
し
な
が
ら
も
、
当

所
職
員
の
指
導
を
受
け
作
業

を
行
い
ま
し
た
。

　

参
加
し
た
社
員
の
皆
さ
ん

か
ら
は
、
「
思
う
よ
う
に
鋸
で

伐
れ
な
い
」
、
「
思
っ
た
方
向

に
倒
れ
な
い
」
と
い
っ
た
声

が
聞
か
れ
、
林
業
の
難
し
さ

を
感
じ
て
い
た
よ
う
で
し
た
。

ま
た
、
現
在
の
よ
う
に
チ
ェ

ン
ソ
ー
が
導
入
さ
れ
る
以
前

は
、
大
径
木
も
全
て
鋸
で
伐

採
し
て
い
た
こ
と
に
対
し
て
、

先
人
の
苦
労
に
思
い
を
馳
せ

て
い
ま
し
た
。

　

作
業
終
了
後
は
、
自
然
の

中
で
労
働
し
た
こ
と
に
よ
る

心
地
よ
い
疲
労
感
か
ら
か
、

　

そ
の
後
、
経
営
係
長
が
講

師
と
な
り
、
事
前
に
準
備
し

て
い
た
「
ツ
ヅ
ラ
フ

ジ
」
を
使
い
「
カ
ゴ

づ
く
り
」
を
行
い
ま

し
た
。
経
営
係
長
か

ら
は
、
「
人
工
造
林
地

で
は
邪
魔
者
の
つ
る

類
で
す
が
、
こ
う
い
っ

た
利
用
方
法
も
あ
り

ま
す
。
」
と
の
説
明
等

の
後
、
悪
戦
苦
闘
し

な
が
ら
か
ご
を
編
み

ま
し
た
。
残
念
な
が

一
様
に
笑
顔
で
、
高
揚
感
に

包
ま
れ
て
い
る
よ
う
で
し
た
。

　

最
後
に
、
菅
社
長
か
ら
、
今

後
に
つ
い
て
は
会
社
の
社
会

貢
献
活
動
と
し
て
、
森
林
の

整
備
・
保
全
に
取
り
組
ん
で

い
き
た
い
と
し
て
、
国
民
参

加
の
森
林
づ
く
り
で
あ
る
「
社

会
貢
献
の
森
」
の
協
定
締
結

の
意
向
が
示
さ
れ
、
当
所
と

し
て
も
協
定
締
結
に
向
け
協

力
し
て
い
く
こ
と
と
し
て
い

ま
す
。

ら
、
完
成
前
に
予
定
時
間
が

終
了
と
な
り
ま
し
た
が
、
「
カ

ゴ
つ
く
り
は
楽
し
か
っ
た
。

完
成
し
た
ら
写
真
を
送
り
ま

す
。
」
と
い
っ
た
感
想
が
聞
か

れ
ま
し
た
。

　

今
後
と
も
、
当
署
で
は
、

森
林
環
境
教
育
を
通
じ
、
森

林
の
大
切
さ
や
自
然
環
境
の

す
ば
ら
し
さ
な
ど
を
伝
え
て

い
け
る
よ
う
に
取
り
組
ん
で

参
り
ま
す
。
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発
表
順

発　表　課　題
発　　　　表　　　　者

審 査 結 果
所　　　　　　属 氏　名

1
教科書とリンクした補

完プログラム

四万十川森林環境保全ふれあいセンター

　自然再生指導官 古味　敏光

四国森林管理局

局長賞 （優秀賞）

2
住宅建築用の端材を活

用した木工教室

高知市一ツ橋小学校区青少年育成協議会

　会長

和
かのう

建設株式会社

　シンカ事業部工事主任

大谷　　清

辻　　信一

3

屋島国有林における落

石対策の検討と整備　

～優先順位判定と実施

状況について～

香川森林管理事務所

　主幹（治山第二担当） 澤村　昭文 ㈶日本森林林業

振興会会長賞

4
工事箇所等における写

真撮影の方法について

四万十森林管理署

　治山課長

　治山第二係長

徳満　千秋

猪迫　啓司

四国森林管理局

局長賞

 （最優秀賞）

5

「三嶺山域におけるニ

ホンジカの食害跡地の

初期遷移とヤマヌカボ

による緑化」

高知大学理学部

　生物科学コース４年

　生物科学コース４年

高知中部森林管理署

　流域管理調整官

吉原　　良

町田　華澄

川口　文明

四国森林管理局

局長賞 （優秀賞）

6

「津
つ し だ け

志嶽シャクナゲ郷

土の森」の設定につい

て

つるぎ町役場

　地域創造課　係長

徳島森林管理署

　流域管理調整官

大島　理仁

柏木喜代幸

7

ツリーシェルターを用

いた低コスト造林につ

いて

住友林業フォレストサービス株式会社

　森林企画部係長 川島　義紀

一般社団法人日

本森林技術協会

理事長賞

8
渓流生態系に配慮した

治山施設

愛媛森林管理署

　治山第一係長

　治山第二係長

福田　　薫

浜田　淳史

9

大好き！わたしたちの

ふるさと口
くちやない

屋内

―川漁体験をとおして―

四万十市立口
くちやない

屋内小学校

　５年生

　５年生

　６年生

上戸　星空

渡辺　舞奈

松田　侑也

四国森林管理局

局長賞 （奨励賞）

10

段ノ谷山国有林を活用

した地域活性化につい

て

佐
さ き は ま

喜浜の源
げ ん き

木を育てる会

　会長

安芸森林管理署

　森林ふれあい係長

田村　　拓

吉田　純一

11
箱わなによるシカ捕獲

試験　～経過報告～

四国森林管理局　森林技術センター

　森林技術普及専門官 鷹野　孝司

四国森林管理局

局長賞 （優秀賞）

　四国森林・林業研究発表会課題及び審査結果
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発
表
順

発　表　課　題
発　　　　表　　　　者

審 査 結 果
所　　　　　　属 氏　名

12 竹の利用について

高知県立四万十高等学校

　自然環境コース３年生

　普通科　　　　３年生

酒井　千尋

藤本　真代

四国森林管理局

局長賞 （奨励賞）

13
大山岬あずまや製作

project

高知県立高知工業高等学校

　建築科３年生 楠瀬　　遙

小松　陸男

坂本　　香

四国森林管理局

局長賞 （奨励賞）

14

抵抗性マツ試植検定林

における成育現況につ

いて

※特別発表

（独）森林総合研究所　林木育種センター

関西育種場　育種研究室長

　研究員

四国増殖保存園

　増殖保存係

　契約職員

磯田　圭哉

岩泉　正和

河合　貴之

岡村　政則

15

愛媛県の 5 万分の１土

壌図のＧＩＳ化とス

ギ・ヒノキ地位級分布

図の修正

※特別発表

愛媛県農林水産研究所林業研究センター　

　研究指導室長 豊田　信行

16

徳島県の低コスト育林

への取組

※特別発表

徳島県立農林水産総合技術支援センター 

森林林業研究所

　主任研究員

　主任研究員

金磯　牧夫

西澤　　元

17

シキミのフシダニ被害

の防除技術に関する研

究

※特別発表

高知県立森林技術センター

　主任研究員

　チーフ（森林保護担当）

藤本　浩平

宮田　弘明

18

低コスト育林に関する

研究

―スギ植栽地における

下刈り対象木の競合度

合いと成長の関係―

※特別発表

（独）森林総合研究所　四国支所

　研究員 北原　文章


